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抄録：本研究は，北海道沿岸部の漁業小屋を研究対象とし，その多様性を明らかにすること
を目的とする．調査は，日本海側と太平洋側の全 19 市町村で行い，292 事例の漁業小屋のサ
ンプルを得た．実測調査は，対象地に共通してみられる建築的特徴をもつ漁業小屋，他とは
類似しない漁業小屋に対して行い，17 事例の実測データを得た．これら実測調査で得た情報
から，立面図，配置図，ヒアリングで建築条件をデータシートとしてまとめた．さらに，そ
れらデータシートとヒアリングで得た建築的特徴に対し，場所，構造，覆いの 3つの視点か
ら考察を加えた．この成果は，建築学や風景学などの発展に寄与すると考える．
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Abstract: This study was conducted on the subject of fishing shacks that are located along the
coast of Hokkaido, with the purpose of revealing their diversity. The survey was conducted at
a total of 19 municipalities in Hokkaido, on the coast of the Sea of Japan and the Pacific Ocean.
This survey collected 292 case examples of fishing shacks. A measurement survey was
conducted on fishing shacks that had architectural characteristics that were common to those
in targeted areas, as well as those with characteristics that did not resemble others. This
survey collected actual measurement data of 17 case examples. The information collected
through the measurement survey was summarized in elevation and layout drawings, while
information collected from conducting interviews was summarized in a data sheet of
architectural conditions. An observation was furthermore added to the data sheet and to the
information on the architectural features from the three perspectives of location, structure
and covering. We believe that these findings will make contributions to the advancement of
architecture and scenology.
Keywords: Hokkaido, Coast, Fishing shack, Self-build.
1 ．はじめに
北海道は，太平洋，日本海，オホーツク海の 3
つの海域に面しており，漁撈や水産加工業など，
それぞれの特性を活かした水産業が展開してい
る．これらの生業に関する施設は，地域の主要産
業であるとともに，地域固有の景観を形成する環
境資源であるといえる．なかでも，沿岸漁業に関
する施設(以下，漁業小屋)(1) は，番屋や乾燥小屋
など比較的小規模ではあるが，収穫物の特徴を反
映した建物として地域固有の景観形成に大きな影
響を与えているといえる．また，これらの多くは
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セルフビルド(2) であり，その建設の工夫からは，
風土，地域文化，生活環境の特徴が把握できると
考える．このような視点から漁業小屋を観察し，
その設計のプロセスを把握することは建築設計に
おいても新たな知見がえられると考える．そこ
で，本研究は，北海道沿岸部における漁業小屋を
対象とし，その現状を報告することを目的とする．
2 ．調査方法
調査対象地は，Google ストリートビューを用い
て北海道沿岸の道路を調査し，その中から特徴的
な漁業小屋がみられた計 19 市町村の現地調査を
行った．(図 1，表 1 )．また，現地調査で得られ
た漁業小屋 292 事例のうち，ヒアリングが可能で
あった 17 事例について実測調査を行った．調査
期間は，以下の通りである．
・Google ストリートビュー：2014 年 4 月～ 6月
・道東地方：2014 年 8 月 27 日～ 9月 1日
・道北地方：2014 年 9 月 4 日～ 9月 5日
・道央地方：2014 年 9 月 6 日～ 7日
・道南地方：2014 年 10 月 11 日～10 月 13 日
また，実測調査を行った漁業小屋 17 事例は，日
時，構造，用途，配置図，立面図をデータシート
として整理した．
3 ．研究方法
一般に，漁業小屋が主要施設等の利便性などを
向上させることを目的とした付属施設であり，敷
地のどの位置に建てられるかというのは，一義的
には定まらない．つまり，漁業小屋をどこに建て
るかということは，その環境との対応や作業の効
率性など，計画者の意図が反映されていると考え
られる．同様に，小屋の躯体や床・壁・天井といっ
た建築部位にも計画者の意図が反映し，多様であ
る．そこで，本研究では，このような計画者の意
図を調査する為，漁業小屋の立地する場所(場所)
と，建築部位として建物の躯体(構造)，壁面や天
井面(覆い)の 3つの水準から整理することで，そ
の特徴を相対的に把握する．
また，実測調査を行った 17 事例については，記
号化したA～Zまでアルファベット順にその概要
を述べる．その際に，ヒアリングより得られた情
報から，製作者の漁業小屋の建設に関する概要(3)
について記述する．
4 ．北海道沿岸部の漁業小屋に関する調査
結果
・事例 no.1：AKg-AKc-PT-XV-2(図 2 )
(概要)これは，大工経験のある漁師が制作した多
用途の空間を設えた納屋である．屋根と壁で構成
されている屋内空間は物置空間，屋根のみが掛
かっている半屋内空間は収穫物の加工などを行う
多目的空間となっている．
(場所)砂利地にコンクリートを土間打ちし，建設
しやすい環境を整えている．
(構造)建設材料は，番屋の解体現場から，廃材を
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図 1 調査地
表 1 調査地凡例と事例数
表 2 実測調査地とその事例数
譲り受けたものである．これら収集した廃材を再
利用して組み立てられている．
(覆い)構造体を覆う屋根や外壁は，廃材をパッチ
ワーク状に貼り合わせた構成となっている．納屋
の傍にある鉄柱は通常，船を停泊させて積荷の引
き上げ時に利用するもので，鉄柱の先端部にはワ
イヤーが括り付けられており，納屋の屋根が吊り
下げられている．これは浜風の煽りによって屋根
が飛ばされないように，鉄柱で建築物を支持する
という工夫である．
・事例 no.AKg-AKc-PT-XV-3(図 3 )
(概要)これは，図 2の製作者によってつくられた
機械室＋機械式昆布乾燥室(4)＋収納室＋洗浄室を
備えた建築(洗浄室は計画のみ製作者が行い，施
工は大工による)である．
(場所)整地された砂利地に建てられている．ま
た，屋内空間の一部にはコンクリートを土間打ち
し，床面が作られている．
(構造)建設材料は，図 2と同様に古民家の解体現
場などから譲り受けた建材(木材，窓，扉)を再利
用し，加工した物によって組み立てられている．
(覆い)外壁は，寸法の異なる幾つかの民家の下見
板を組み合わせた構成となっている．開口部に
は，上部に同じ木製サッシュの窓，下部の窓やド
アには木製とアルミ製のサッシュが混在し，使用
されている．
計画当初は乾燥機を収納する機械室はなく，自
然式乾燥室(5) から機械式に転換する際に増築され
たものである．乾燥機の排気を行う煙突は，屋根
を貫いており，煙突が自立して立つのではなく，
天井と屋根の厚みとその屋根に取り付く電線接続
柱によって固定されている．固定方法は，同漁場
空間にある事例 1 (図 2 )の鉄柱の利用方法に類似
しおり，製作者の特殊な建設技術と経験がわかる．
・事例 no.HDs-HMc-PT-I-1(図 4 )
(概要)これは，船小屋と納屋である．
(場所)海辺にある巌に空いた岩穴の細かな砂や砂
利の上に建てられている．
(構造)建設材料は主に廃材や端材といった木材の
再利用である．岩穴の輪郭に合わせてフレームが
つくられている．満潮時には洞穴から船で海に出
られる為，船が通れる大きさの開口が設けられて
いる．
(覆い)フレームには，寸法の異なる板材が貼り付
けられている．
(特記)岩穴へ流れ込む風によって倒れるのを防ぐ
為，漁業資材を保管する納屋を抑えとして増築し
ている．また，流れ込む風の風圧や劣化など，自
然災害によって壊れないように流木によって，壁
や物置が支持されている．
自然に即した建築形態を持った事例である．
・事例 no.HDs-IFc-III-1(図 5 )
(概要)これは，元漁師が制作した自然式乾燥小屋
である．
(場所)敷地は，住居と道路を挟んだ向かい側にあ
り，海辺に近いことから，強い浜風を防ぐために
敷地の輪郭合わせて，コンクリートブロック塀が
作られている．地面は，アスファルトで舗装した
上に建てられている．
(構造)建設材料は，主に木と漁網である．コンク
リートブロック塀の上部には，魚を干す為の自然
式乾燥小屋がつくられている．周辺の建造物の高
さや風，陽の関係から上部に計画され，木材でフ
レームを組み，漁網で包み自然乾燥できる環境を
整えている．小屋を固定するため，コンクリート
ブロック塀の目地に穴が開けられており，針金が
穴に括り付けられている為，乾燥小屋は固定され
ている．
(覆い)自然式乾燥小屋には，一般的に流通してい
る脚立を加工し簡易的な階段が取り付けられてい
る．階段の設置後まもなくして，上り下りに不便
さを感じた為，歩道に設置されていた防護柵の廃
棄物を譲り受け，階段の勾配とコンクリートブ
ロック塀の高さに合わせて加工を行い，自作の手
すりをつくり，設置した．さらに増築するかたち
で，積み上げたブロック塀上部と外灯に単管を渡
し，それらをロープで縛り付け固定し，単管フレー
ムを吊った．この単管フレームに漁で使用してい
た幌で屋根をかけ，椅子やテーブルなどのインテ
リアを配置し，休憩場所と自然式乾燥小屋の下に
収納空間を設えた．
(特記)敷地内には外灯が設置されており，海側の
塀には通り抜けできるよう，自作の木製扉が取り
付けられている．
自然式乾燥小屋はコンクリートブロック塀から
少し外部にせり出している．これは，コンクリー
トブロック塀に浜風が当たり，吹き上げる風が小
屋内部に取り込まれ，乾物が効率良くできる環境
が作られている．
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また，隣接する神社の屋根が赤かった為，自然
式乾燥小屋の屋根やブロック塀に取り付けられて
いる扉，敷地内にある倉庫の屋根面，階段の手す
りを赤く塗装し，空間が整えられている．環境を
読み取り，建設技術やデザイン思考が建築意匠に
表れた事例である．
・事例 no.HDs-IFc-III-2(図 6 )
(概要)これは，図 5の製作者が制作した住居部に
接続した半屋内空間(ガレージ＋物置＋テラス＋
池)である．
(場所)住居の横にあるアスファルトで舗装された
場所に建てられている．
(構造)建設材料は，建築解体現場などで収集した
廃材である．既製品の食器棚などのインテリアの
寸法から建築が計画されている．柱材は，カー
ポートなどのフレームに使われるアルミ製の骨組
みの一部や物干し竿が転用されており，住居の外
壁などに直接取り付けて自立させている．屋根を
支持する梁材は，既製品の窓や扉のアルミフレー
ムが転用されている．それらを解体し，溶接し直
して一本の材料を作り，住居裏の崖地の凹みまで
渡して，屋根を支持している．
(覆い)柱，梁を構成しているフレームに，既製品
の窓が取り付けられている．また，これら窓には
ロープが括り付けられており，ロープを引っ張る
と容易に窓を開閉することができる仕組みとなっ
ている．
(特記)これは，周辺環境を読み解き，計画地が住
宅と隣接している為，日射や熱を取り込む仕掛け
が作られている事例である．
・事例 no.MKg-MKc-IO-I-1(図 7 )
(概要)これは，漁業資材を収納するための納屋で
ある．
(場所)コンクリートで造成された漁港内に建てら
れている．
(構造)建設材料は，主に単管パイプと漁網である．
単管パイプでフレームを組み立て，漁港内の防潮
堤に掛けてフレームを支持している．また，一部
のフレームには流木が用いられており，流木の突
起している部分には縄を掛けておく，フックとし
て用いられている．
(覆い)壁と屋根には，漁網とブルーシートが覆い
として転用されている．覆いによって仕切られた
内部空間は休憩場所や物置として設えられてい
る．
・事例 no.MKg-MKc-NU-I-1(図 8 )
(概要)これは，元漁師が制作した納屋である．現
在，敷地の前は道路が整備されているが，インフ
ラが整備される前は，海であった．その当時の海
岸線沿いは防潮堤が建設されており，船でしか出
入りできない孤立した集落でした．漁港の造成と
道路開発に伴い，防潮堤が取り壊される際に，計
画者が場所の記憶やこの地区のモニュメントとし
て防潮堤の一部分が残されている．
(場所)防潮堤の基礎の上に組み立てられている．
(構造)建設材料は，番屋の解体をした際の建材や
漁港で使用されていた木質パレット，ポリカーボ
ネート波板が用いられており，柱や梁が組み立て
られている．柱は，防潮堤のコンクリートに取り
付き，梁は，防潮堤の上部に掛けられ，防潮堤に
よって支持されている．
(覆い)防潮堤に渡した梁には屋根が掛けられてい
る．木質パレットを解体し，解体した板材を貼り
付け，壁材として転用している．東面を構成して
いる一部の壁面には，ポリカーボネート波板が貼
られており，内部空間に採光を取り込む仕組みと
なっている．
・事例 no.MNg-RUc-AD-IV-1(図 9 )
(概要)これは，漁師が制作した納屋である．
(場所)海辺を造成した砂利地に建てられている．
(構造)建設材料は，番屋を解体した廃材や建材が
再利用されており，寸法の異なる木材を継接ぎし
て，フレームが組み立てられている．
(覆い)壁には，トタンが横巻きに巻かれて壁面が
作られている．屋根面もトタンで覆い，トタン屋
根の上には， 2本の角材が重石として乗っけられ
ている．
(特記)この納屋は，簡易的で基礎を持たない建築
となっている．強風などによって，小屋が飛ばさ
れないように，ロープで固定している．ロープの
先端には石や破損した小型モーター用のバッテ
リーなどが括り付けられており，地面に埋め込む
ことで定着させている．
・事例 no.MNg-RUc-AD-VIII-2(図 10)
(概要)これは，富山県から入植してきた漁師が制
作した昆布洗浄を行う作業場である．
(場所)敷地は，世界文化遺産指定区域内である．
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昆布を船から降ろし，生簀へ運んで昆布を洗浄す
る際，昆布が砂利で傷がつき品質が失われる為，
作業場の砂利地にコンクリートが土間打ちされ，
その上にフレームが置かれている．
(構造)建設材料は単管パイプ 5500 mmと漁網で，
単管パイプは計画者が設計した図面から，加工業
者が単管パイプに湾曲した加工を行った．複数の
単管パイプを溶接し，つなぎ合わせることで，半
円筒形のフレームを作った．
(覆い)フレームに漁網を巻きつけ，その上から幌
で覆い，紐で括り付けている．これは，防鳥や防
音対策，適度な視界を確保する為に漁網が用いら
れている．また，円筒形の形態は，浜風による影
響を受け流す形状がデザインされている．この半
屋内空間の一部には，昆布を船から直接，空間内
に運べる開口と荷台が設置されている．作業効率
と品質の向上を目的とした設計と配置になってい
る．
(特記)昆布などの収穫時期を終えると単管パイプ
のフレームは，所有するユンボに紐を引っ掛け，
高波等の影響の少ない山側へと引き上げる．計画
者の経験と感覚的な発想によって快適な作業空間
が作られている．
・事例 no.MNg-RUc-KGc-I-4(図 11)
(概要)これは，漁師が設計を行い，大工が施工し
た機械式乾燥小屋である．
(場所)海辺を造成した砂利地に建てられている．
(構造)木材によって，フレームが組み立てられて
いる．
(覆い)既存の住居や乾燥小屋，作業場などの配置
関係と作業動線から，乾燥場側の開口の位置や高
さが設計されている．床は，コンクリートが土間
打ちされている．昆布の洗浄時に付着した水分や
屋内に入った雨などを外へと流すため，水勾配の
ついた床面となっている．また，引き戸のサッ
シュには，屋内に雨水が流入しないような加工を
している．
・事例 no.MNg-RUc-KGc-I-5(図 12)
(概要)これは，図 11 の漁師の祖父が制作した自
然式乾燥小屋に機械室を増築して機械式乾燥小屋
にした事例である．
(場所)海辺を造成した砂利地に建てられている．
(構造)建設材料は木材である．木材でフレームが
作られている．
(覆い)壁は木の板材が貼り付けられている．屋根
は，トタンが貼り付けられている．
(特記)現状は，水害などによって数回浸水してお
り，修復や改修が繰り返し行われた状態となって
いる．トタン屋根が風で飛ばされるのを防ぐた
め，ロープが括り付けられて固定されている．
・事例 no.MNg-RUc-SS-I-4(図 13)
(概要)これは，漁師が制作した半屋内型の納屋で
ある．
(場所)海辺を造成した砂利地に建てられている．
(構造)建設材料は単管パイプと流木である．場所
の特性を活かし，砂利地に穴を掘り，タイヤを置
いて柱となる単管パイプを刺している．タイヤの
穴と単管パイプの隙間に砂利を詰め，単管パイプ
を固定している．強風などの煽りによって，単管
パイプが傾くのを抑えるため，タイヤの上には，
重石が置かれている．梁となる単管パイプや流木
にロープやクランプを用いて，フレームが組み立
てられている．
(覆い)梁にはブルーシートが掛けられている．海
に向かって地形が傾斜してこともあり，雨水や朝
露が流れるように片流れ屋根となっている．ま
た，環境に合わせてブルーシートのロープをほど
いて容易に全体をオープンな空間にすることもで
きる．
(特記)収穫時期を終えるとフレームを解体し，乾
燥小屋に収納する．このような，インタラクティ
ブな関係にある建築物は，調査地域で多く見られ
る事例となっている．
・事例 no.MNg-RUc-SS-II-1(図 14)
(概要)これは，漁師が制作した機械式乾燥小屋で
ある．
(場所)海辺を造成した砂利地に建てられている．
(構造)建設材料は木材である．砂利地に直接，木
材を打ち込んで建てられている．基礎は建物の輪
郭の沿って，モルタルでつくられている．以前，
右手にある建築は自然式乾燥小屋で，北西側(山
側)に開口を設け，昆布を自然乾燥させて乾物を
生産していた．しかし，乾燥機が流通し，機械式
の生産が普及したことによって自然式乾燥小屋に
機械室を増築し，機械式を導入した．それと同時
期に通路分の間隔を空けて隣に機械式乾燥小屋が
つくられた．
(覆い)作業場から乾燥小屋までは離れており，雨
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天時に洗浄後の昆布，乾燥後の昆布が雨に当たり
品質を落としてしまうのを避けるため， 2棟の小
屋の間には幌で屋根が掛けられている．前方には
単管パイプでフレームが組まれており，ビニール
シートで屋根が掛けられている．ビニールシート
の色に合わせて，建築も青く色味を揃えることに
よって，二つの空間が連続する一体的なデザイン
となっている．
(特記)住居や納屋なども青く塗装し，デザインを
整えている．青く塗装することによって，霧など，
天候が悪いときにも漁から戻る際の目印としての
目的もある．
2棟の開口部のほとんどは，自作で制作された
ものとなっており，後期に建てられた機械式乾燥
小屋の機械室の扉のみ，既製品が取り付けられて
いる．
・事例 no.SKg-SKc-BK-VIII-1(図 15)
(概要)これは，漁師が制作した納屋である．
(場所)漁港内の道路の傍に建てられている．
(構造)建設材料は木材である．木材によってフ
レームが組み立てられている．基礎はなく，区画
ごとに共有する停泊用ロープに縄を括り付け，固
定している．
(覆い)屋内は成人男性が一人入れる程度の大きさ
である．船を海から引き上げるためのワイヤーの
動力機器が収納されており，そのワイヤーは船ま
で伸びているため，建物を貫通している．また，
船の引き上げ作業を見ながら行えるように既製品
の窓がはめ込まれている．この窓の寸法に合わせ
て小屋がつくられている．道路側には自作の扉が
右寄せで取り付けられている．外壁には，資材を
まとめるためのフックが取り付けられており，
ロープを括り付けて資材を固定している．
(特記)周囲には，同様の空間を備えた異なる建築
形態を持つ納屋が連続して立ち並んでいる．これ
らができる以前は，廃車となった車を路上駐車さ
せて納屋として使用していた．現在では，エリア
の異なる同漁港内に一台のみ，納屋として使用し
たものがある．
・事例 no.SOg-SOc-KJ-V-1(図 16)
(概要)これは，海産物の卸問屋の方が制作した自
然式乾燥小屋である．
(場所)海沿いの砂利地を整地した場所に建てられ
ている．
(構造)建設材料は，木と単管パイプ，ポリカーボ
ネートである．単管パイプでフレームが組み見立
てられている．
(覆い)屋根は，フレーム上部に木を渡し，ポリカー
ボネート波板を貼り付けている．寒干しを行うた
めの簡易的な半屋内空間である．気候や時期に
よって場所を移動する．生産時期を終えると解体
し，収納するので地面には固定していない．生産
性に特化した簡易的な建築の事例である．
・事例 no.SOg-SOc-KJ-XII-1(図 17)
(概要)これは，海産物の販売所の方が制作した自
然式乾燥小屋である．
(場所)整地した砂利地に建てられている．
(構造)建設材料は，木と単管パイプである．砂利
地に単管パイプを挿して，単管パイプで家型のフ
レームが組み立てられている．
(覆い)壁と屋根は，漁網を防鳥ネットとして転用
し，フレームの上からを覆っている．単管パイプ
に紐を括りつけ，漁網が浜風などで飛ばされない
ように重石を吊るして固定している．前面道路側
に両開きの引き戸が取り付けられている．単管パ
イプにリング状の金具を通し，リングに沿わせる
かたちで木枠が取り付けられている．リングが
レールの役割を担っており，木枠は左右に開閉す
ることができる．
・事例 no.STg-STc-I-3(図 18)
(概要)これは，乾物や牡蠣を生産，飲食店の経営
者が制作した 4 F 建ての自然式乾燥小屋( 1 F は
ピロティ)である．
(場所)整地された砂利池，コンクリートで舗装さ
れた場所に建てられている．
(構造)丸太でフレームが組み立てられている．町
のシンボルになる建築物を構想し，鮭 1万匹の寒
干し空間を設計している．大工経験のある祖父に
よって，丸太の柱が建てられている．その他の部
材は構想者によって組み立てられている．
(覆い)漁網を防鳥ネットとして転用し，周囲を
覆って，寒干し乾物空間を設えている． 1 F中央
部にある既存の車庫は，現在物置として利用され
ている．物置は基礎があるため，解体せずに物置
を貫いて小屋の柱が建てられている． 2 F中央部
は作業空間である．その他の空間はすべて寒干し
を行う空間となっている．
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5 ．結論
本研究は，北海道沿岸部における漁業小屋を比
較し，場所や構造，覆いの特徴を整理した．今後
は，ここで得られた基礎的なデータをもとに，地
域固有の空間的性格の特徴を明らかにする予定で
ある．
注
(1)生業のために建てられた簡易な小屋，あるいは生
活するための番屋．
(2)専門業者には頼らず自力で建設したもの．また
は，建築基準法等により，一部を専門業者が施工
し，その他全ては，自力で施工した建築のことを
指す．
(3)漁業で用いる経験的な建設技術や漁師になる以前
に，現在とは異なる職業の経験があり，その経験
を活かして，建設技術に応用していること．
(4)機械的な動力によって，魚や昆布などの乾燥を行
う空間である．
(5)自然に発生する風や熱によって，魚や昆布などの
乾燥を行う空間である．
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